
昭和50年10月・11月号

� -7-

第164号 （昭和50年10月・11月）

目 次
関 係 法 令
認 会 議

………・一…………………………・一…2

人 事 異 動 ……...・H・ ………...・H・H・H・－・………2

学 内 諸 報 …………………………………………4

昭和50年度科学研究代補助金交付内定者 ………
.. 4 

海外渡航者 ……………………H・H・－・…・・ …ー…5

叙勲 ……… …………………………ー……ー ………5

学内レクリエーション …・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・h・・・…・・・・ 5 

富山地医R i坐＼IU大会 ...・H・－－…………...・H・.....・H・.. 6 

1哉 A i肖 息 ……・・ … ・… ………………・………6

主 要 日 誌 ……・……・ー……ー………－…・…・ 7

関 係 法

法 律

Alo、．
守宮

（！�t:) 
0恩給法等の一部を改正する法律（70) 1 1・7
0一般職の職員の給与に関す る法律の一部を改
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諸 AQ
宮 議

ζ報告事項〉
(1) 国大協第57回総会について
(2) 昭和51年度富山大学大学院薬学研究科及び工学研究

科 （修士課程）第2次学生募集要項について
く審議事項コ

(1) 富山大学教育学部教授会規則の一部改正（案）につ昭和50年度第8回評議会（10月17日）
ζ報告事項〉

(1) 転学 科， 専攻異動について
く審議事項〉

(1) 転学部について
(2) 昭和50年9月卒業認定（事後承認｝について
(3) 教官人事について

昭和50年度第9回評議会（ 11月21日）

いて
(2) 教官人事について
(3) 昭和51年度富山大学 学生募集要項及び富山大学案内

（案）について
(4) 文学専攻科，理学専攻科， 教育専攻科， 経済学専攻

科の学生募集要項 （案）について
(5) 富山大学入学者選抜健康診断判定慕準（案）について

人 事 異 動

想 ｜ 発令年月日｜ 氏 名 発令前の所属官職 異 動 内 容 発令者

50. 10 1 I 榊 原 英 夫 講師（経営短期大学部経営学 科） 富山大学経営短
期大学部学長

II ｜羽恨田 芳 久 ｜文部事務官（経理部主計課） 富 山 大 学 長
II I i 浦｛恥 幸 文部 技官 （施設課） II 

” I；菊 映 子 文部事務官（保健管理センター） II 

II l 栗 山 隆 男 文部技官（教育学部） II 

50. 10. 16 1 木 越 治t 講師（教養部） ” 
採用 l

so. lo. 20 I中 間 純・子 事 務補佐員 （ 文 理 学部） II 

50. 11. 15 I栗 林 繁 治 臨時用務 員 （ 教 育 学 部作業員 ） II 

II l回 雌 一 校 II II II 

so. 11. 20 I石 田 政 行 II （薬学部作業員） II 

II l佐 伯 正 公 II （工学部作業員） II 

II Ii有 宗 篤 II （教養部作業員） II 

50. IO. 1 I北 辻 栄太郎 助手（薬学部） 講師（薬学部） ｜富山大学長
II 1丘 山 昇 ｜ 経

管理
理部

主
経
任

理課用度係物品1和漢薬研究所会計係長 II 

1’ l村 中 一 男 文部 事務官 （ 工学部） 経理部経理課用度係物品管理主任 II 

II l亀 田 速 穂
営

講
学
師

科
（経
）
営短期大学部経 助教授（経営短期大学部経営学 科） ｜ 文部 大臣

II ｜平 松 博｜｜教創授設準（備富室山医） 科薬科大学 富山医科薬科大学長 II 

昇任｜ ” ｜ 山 崎 高 態 ｜ 教授（薬学部） 富山医科薬科大学：副学長 II 

II l西 門 正 巳 ｜｜
助
経 営

教授
学 科

（経
）

営短期大学部 教
科
授

）
（和歌山大学経I斤短期大学部経営学 II 

50. 10. 16 I堀 令 司 ｜ 助教授（ 文理 学部） 教授 （文理学部） II 
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so. 11. 1 I鍬Ill邦夫｜助教段（教養部） ｜教段（教養部） μ音l；大毘
E学古II j［ 岡 忠 夫 文；部事務官 （ 薬学部）

II ｜銅l栃 ド干 /I （工学斉II) l 工－学古｜；，
50. 10. 1 ! inJ 上 孝｜文古｜；事務口（教育学部）！経躍百日経理課 ! I��山大学長

II 城 川 智郁子｜文耐え官（厚生，l時議婦）｜保健 II 

II 塚IH健 夫 ｜ 文部三Jt務，·f （続康吉｜；附！｜工学古｜；｜ 五果） ｜ 

配置換卜7 木 村 正 康 ｜ 教段 （ ·；.？； 山U医科薬科大学 ｜ 教佼 （ 富 山 医科薬干寺大a字｜ 倉！J：泣t手一11iii 室） ｜ 金子基之I " ( " ) ト （ II ) ドキ臣

転任

併任

II 

II 

悶 口 和 彦 I ；·�山医科薬科大学自lj，持品i山 医科薬科大学主 幹I 1荷主主幹 ｜ 
加 藤 昭作｜富山医科薬科大学創設準｜高山医科薬科大学会計主幹I inii主事務長 ｜ 

50. 10. 16 I武 田 庄三郎 ｜ 教授（教養部） ｜ 教授 （ 東京農工大学農学部）

50. 10. 1 I 越 森 哲 ｜ 文部校官 （ 高山工業高等 ｜ 地設課
主目笠監主主謀） ！ 一一一

II l霜 越

II 涌 井
II 1政北

II 諏 訪
II ｜千 回

険 H青 ｜ 文部事務官 （崎五大’F教 ｜ 教育学部
｜ 育学部） ｜ 

芳 朗 ｜高山医科薬科大’河IJ設準｜富山医科薬科大学庶務主幹付庶務係長I f持主主総務係土毛 ｜ 

博｜ 和漢薬研竺竺空竺－�型空さ竺主竺竺竺
利 明 ｜ 文部ぞ務官（ 富山医科薬 ｜ 富 山医科薬科大学庶務主幹付i 科大f創設準備宗） ｜ 
淳 一l // ( /I ) ！ 市山医科薬科大学会計主幹付

｜ ｜ 薬’F部長（解除）
50. 10. 1 I山山奇 高 H!l I ；数段 （ 薬’y：部） ｜ 評議員 ( II ) 

II 

II 

II 

II 

平松
薬学部附属薬革悶長（ II ) 

博 ｜ 教授（富型宇科薬科大’：f: I市山医科薬科大学創設準備主長（終了）I �!J，没準備弁U
大島 俊雄！ 大臣官房付 �；.；山医科薬科大学創設準備主（ II ) 
志、 甫 侍 逸 ｜ 教授 （ 薬学部） 薬学部長（50.10. 1～52. 4 . 1 ) 

迂
議

員（ __ !!_____)_ 
II I II ( II ) ｜評議員（解除）

室町繁 雄 ｜ II （工悦II) ｜ 工学部長（50 . 10. 1--52. 9却）

II 

II 

II 

富山大学長
II 

科宮大 山
笠医科長薬

II 

II 

11 

文 部 大 臣
II 

富山大学長
文部大臣

II 

II 
一一 ｜ 一一一一 ｜ 謹j主五L一一
山 崎 高 峰 ｜ 富山医科薬科大学副 学長 ｜ 教ぽ（薬学部） ( 50. 10. 1～51. 3 . 31) 

I ｜木 村 正 康 ｜ …… ｜ （ ）（ ） ± 
II 

II 1松原 薫｜ 文部閉（厚生課看護婦 ： 保健管理センタ ー看護婦 同町長
II ｜ 中 村 良 叶 II ( II リ II I 
II ！ 大 野 三 代 ｜ II （工学部看護 婦バ II I II 

II ｜菊 映子I ��1��＊n （保健管恥 ｜ 厚生課 ｜ 
II l 越 森 釘 ｜ 文即日・ （ 高 山 工業高等 同開 （解除） ｜ ｜ ｜ 専門学校学生課） い出
II ｜ 志甫侍逸｜ 教綬 （ 薬学部） 同附属叩��－�－＝－·�＿：＿＿:2_恒竺
II ｜柳田友道 J

50. 11. 叶 福 村 一 男 ｜ 捌間（教育学音糊工） ｜ 施設課汽カんt: (51. 4叶（＂） r �1Ll.店長：
II 1 吉 野 光 雄 ｜ 技能補佐員（教育学部汽 ｜ II (SJ. '.) 3（）まで） ！ ” 

｜ ｜かん士） ｜ 
5o. 11. 20 I 砂子田 仙 吉 ｜ 対肘箱崎湖汽かん士） I II ( 51. 3却まで） ｜ 

·- 3 
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50. 11. 20 室 田 与三松 文部技宮（教養部営繕手） 施設課汽かん士（51. 4 .10まで）

” 松 丘 健 治 II （工学部営繕工 ） II II 

事代理
務 50. 10. 7 室 町 繁 雄 教授（工学 部） 富 山大学 事務代理（免 ）

II II II II 富山大学経営短期大学部学長事務代理（免）

50. 10. 1 畑 田 修 三 運技科能転大学納手佐�：jlj 設員準（富備室山医自科動薬車

辞職 50. 10. 11 久 和 澄 子 文部技官（文理学部）

50. 10. 16 平 石 朋 子 事務補佐員（ II 

50. 11. 12 林 弘 文理学部学務係長 休職期間の更新（51. 3 .31まで）
休職

50. 11. 27 伊 東 与三次 教育学部庶務係長 II (51. 5 .26まで）

免職 50. 10. 1 真 田 ｜剤 文部事務官（経理部主計課） 国家公務員法第78条第3号

学 内 諸 報

昭和50年度科学研究費補助金交付内定者

0自然災害特別研究（ 1 ) 
所属部局・職 ｜ 氏 名 補助金制｜

（千円） I 研 究

文理学部・教 授｜中 川 正 之1 i2,100 I 高速なだれの破壊力の研究

0一般研究（B)
文理学 部・教 授 竹 内 豊三郎 450 二元合金蒸着膜による触媒作 用の研究

課

第164サ

宮山大学長
II 

文 部大 臣

II 

富山大学長

II 

II 

II 

II 

II 

題

文理学部・教 授 斉 藤 好 民 2,700 半金属BiおよびSbを主体として金属問化合物のフエルミ面の研究

薬 学 部・教 授 榎 本 三 郎 4,000 銅（II ） 錯体の触媒活性に関する研究

工 学 部・教 授 山 田 正 夫 3,400 Al -Zn一Mg系合金の超塑性挙動に関する基礎的研究

0一般研究（C)
文理学部・助教授 安 田 祐 介 1 100 周波数特性法によるガス吸着の動力学的研究

文理学部・助教授 尾 島 十 郎 1, 100 芳香核を含む大環状共役化合物の合成

薬 学 部・助教授 小 泉 ｛散 1,200 含リン複素環化合物の化学とその応用

0一般研究（D) 
文 理 学 部・助教授 鳴 僑 直 弘｜ 320 雑殺と形質行動の分類学的研究

文 理 学 部・助教授 山 日 博 230 桓武朝よリ光孝朝に至る平安朝歌壇の研究

経済学部 －助教授 山 口 素 光 260 北陸における山村社会の変動と離村者の生活の実態

薬 学 部・教 授 西 荒 介 320 粘菌，physarum pol ycephal umの菌核形成に関する研究

薬 学 部・助教授 野 村 敬 －－ ' 390 アジドによる含窒素脂環式化合物の合成

教 養 部・助教授 手 塚 昌 郷 350 界j旦脱離法による金属に保有きれた水素の研究

和漢薬研究所 ・ 教授 菊 池 徹 390 Homonucl ear IND 0 R法の立体化学への応用

- 4 -
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0奨励研究（A)
文 理学 部・助教授 阿 部 俊 夫 290 非品質合金薄膜の構造研究

文 理学部・講 師 回 口 茂 300 水酸化アルミニウムの沈殿生成に閲する研究

文 理学 部・助 手 渡 辺 義 之 260 調和IJーマン空間におけ る特性関数と空間情造

文 理学部・技 官 小 松 美英子｜ 270 I ヒトデ類の発生

経 済 学 部・講 師 増 田 信 彦｜ 270 I 枯湯附伽経 済 理J

工 学 部・助教授 塩 沢 和 章 ｜ 330 I 変動的下の応 力腐食害帆に関する研究

工 学 部・助教授 宮 下 尚l 340 気j包混入による高プラントル数流体の熱（物質）伝達

工 学 部・講 師 小 泉 邦 雄 330 弾性同期支持によ る連続衝撃機械の防振

工 学 部・講 師 松 木 賢 司 390 析出粒子を分散させた単相合金の超塑性に関する研究

教 養 部・講 師 鈴 木 邦 雄 270 ノ、ムシ科（昆虫J綱、鞘旭日）における穫内変異の多変量形態ρ尚て｝研究

和j莫薬研究所・助手 後 藤 義 明 270 胃組織内ヒスタミンの動態と胃液分秘に対する薬物作用の研究

0試験研究（ 2 ) 
薬 学 部・教 授 吉 井 英 1,000 強心性ステロイドの合成

和漢薬研究所・教授 渡 辺 和 夫 1,650 和漢薬厚朴の中枢抑制成分の検索

海 外 渡 航 者

氏 名 ｜ 所 属 ｜ 宮 崎 I i度航の種類 ｜ 渡 航 先 国 自 自ワ 同副リFl

 

期

査調究耳川？auF

 

情事等金Fド司、4t

 

の国外物宏司

E』
円HM

コ
Tホaa
，

ウ
北ハ
ス

ス
邦
ン

’
速一
フ

国
ツ
フ

衆
イ

合
ド
ス

ヵ
’
イ
国

リ
ン

ス
王

メ
デ
’
A口

ア
一
国
連

区民山中国外百叩講立日
出
子文川経雄喬本藤

50.11. 15 

50.12. 13 

叙 勲
場 所 富山カントリークラブ
入賞 者 優 勝 柳瀬 秋夫（工）

次 勝 宮下 尚（工）
第3位； 室町 繁雄（工）
ベスグロ賞 柳瀬 秋夫（工）
ニヤピン賞 西野 秀夫（附中）

・教職員文化展

実施月日 11月5 日（水）～7 日（金）
場 所 学生会館2階（ 1号～3号室）

昭和50年度秋の叙勲者として． 本学名誉教授， 佐々亮氏
に勲三等旭日章が授与された。

学内レクリエーション

• 9人制バレーボール大会

10月4 日（土）午後1時

新体育館

優 勝 工学部チーム

次 勝 薬学部チーム
・ソフトボール大会

実施月日 10月18日（土）～11月1日

場 所 富大グラウンド

入 賞 優 勝 文理学部チーム
次 勝 事務局チーム

実施月日

場 所
入 賞

（土）

出品者数 50名
出品点数 69点

華道班

手芸班
内

訳
書道班

盆景班
写真班

16点(16名）
20点（15名）
19点(lo名）
9 点（ 6名）
5 点（3 名）

・ゴルフ大会

実施月日 11月2 日（日） 午前9時

・麻雀大会

実施月日 11月15日（土）午後1時

場 所 職員ホール

5 
-
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入 賞 団体戦 優 勝 工学部Cチーム
次 勝 II Aチーム

第 3位 経理部Bチーム

個人戦 優 勝 山本喜太郎（工）
次 勝 今井 稔（文）
第 3位 白野 明（短）

富山地区R連盟大会
・ボウリング大会

実施月日 11月29日（土）午後l時 30分
場 所 立山グランドボウル

入 賞 団体戦 優 勝 富山刑務所Aチーム
次 勝
第 3 ｛立

II Bチーム

富山大学Cチーム

土肥隆三（教）｜
（山町11（教） ）

高瀬邦弘（文） ／

個人戦 第5位 山田知訓

職 員 ；自 ，息

く新任者〉
事務局

文部事務官 羽根回芳久
文 部技官 越森 哲

II 三浦 伸幸
保健管理センター

文部事務官 菊 映－［－
教育学部

文部事務官 霜越 隆晴
文 部技官 栗山 隆男

教養部

議 師 木越 治

事務補佐員 三浦 昌子
臨時用務員 南 宗篤

経営短期大学部

議 師 榊原 英夫
く改 姓〉
教育学部

事務補佐員 藤野 敏子 （旧姓 駒見）

教聾部

事務補佐員 山ノ下久美子 （｜日姓 村上）

く住所変更〉

報

文理学部

助 手 高安 キ己
教育学部

教 J受 沢泉 重夫
講 師 山野井敦徳

文部事務官 能登 功
II 山ノ下裕一
II 山本 悦子

事務補佐員 藤野 敏子
経済学部

講 師 泉田 栄一

助 手 大森 賢二

文部事務官 樋口 泰弘
薬 学 留

助 手 的場 勝英

工学 部

助 教 授 龍山 智栄

教養部

教 授 横山 文雄

事務補佐員 山ノ下久美子・
和漢薬研究所

Jlh 手 森 正日月

附属図書館
文部事務官 山田 正芳

く住居表示変更〉
学生部

文部事務官 中村 恵三
教育学部

文部事務官 斉藤 純一

教養部

- 6 -
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主 要 日 誌

l竺 部
10月1 ～ 2 日 第11回国立40大学庶務部長会議（於 旭川

市道北経済セルター）
2 - 3 日 第14回東地区国立大学学生会館運営協議会

〈於 本学）
第25回東海北陸地区国立大学施設部課長会

議（於 金沢大学）
4 日 学内バレーポール大会
6 日 東海北陸地区国立大学事務局長懇話会（於 ー

重大学〉
6 ～ 9 日 昭和50年度厚生補導職員研修会（於 東京

教育大学）
7 日 第16回文部省共済組合北陸地区 事務打合せ会

（於 富山工業高等専門学校）
公務員宿舎委員会

7 ～8 日 第25回東海北陸地区国立大学長会議（於

三重大学）
11日 富山医科薬科大学誘致期成同盟会総会

施設課レクリエーション
13～14日 第49回東海北陸地区国立大学学生部長会議

（於 三重大学）
16日 第 5 回 事務協議会

昭和50年度アジア中学高校教員招へい計画によ

るタイ国教員本学視察
16-18日 第13回全国大学保健管理研究集会（於 国

立教育会館）
17日 第8 回評議会
21日 昭和51年度科学研究費補助金事務担当者説明会

（於 本学）
21～22日 第23回国立大学学生部次長協議会（於 岐

阜大学）
21～23日 昭和50年度国立学校幹部職員研修（於 国

立教育会館）
22～23日 昭和50年度文部省共済組合全国事務担当者

打合せ会（於 国立科学博物館）
25日 昭和50年度富山大学温窓会総会（於 職員ホー

ル）
28日 第 2 回北陸地区国立学校施設担当者連絡協議会

（於 福井大学）
30-31日 第11回40国立大学経理部長会議（於 茨城

報 第164号

大学）
11月6 ～8 日 第13回全国厚生補導研究集会（於 長崎市

民会館）
10～15日 昭和50年度国立学校技術職員研修会（於

国立教育会館筑波分館）
11～12日 第48回東海北陸地区経理部課長会議（於

岐阜大学）
12～13日 国大協第57回総会（於 神田学士会館）
12～14日 第13回全国学生相談研修会（於 国立教育

会館）
13日 授業料減免選考委員会

補導協議会
14日 第8 回全国国立大学事務局長会議（於 神田学

士会館）
国大協第24回事務連絡会議（於神田学士会館）

15日 学内麻雀大会
17～19日 昭和50年度留学生担当者研修会（於 日本

国際教育協会）
18日 第 3 回入試管理委員会
21日 第 9 回評議会
22～24日 第25回北陸三県大学学生交歓芸術祭（於

金沢大学）
27日 計算センター運営委員会
29日 R連盟富山地区ボウリング大会（於 立山グラ

ンドボウル）
29～30日 昭和50年度体育系サークルリーダー講習会

（於 文部省登山研修所）

｜文理学 部｜
10月15日 教授会

文学科教官会議
文学科紀要委員会

20日 各学科専攻科後学期授業開始
21日 国立15・22大学理学部長会議（於 東京麹町会

館）
22日 国立大学理学部長懇談会（於 東京工業大学）
26日 真率会レクリエーション（姫川附近）

11月6 ～7 日 第 5 回文理学部長連絡協議会（於 高知大
学）

12日 教授会

人事教授会
教育実習委員会

14日 文理学部改組検討委員会

- 7 -
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15日 文理学部同窓会理事会
19日 文理学部改組検討委員会

10月2～ 3 日 秋季全国教育学部長会議（於 佐賀大学）

2～ 4 日 附属中学校特殊学級修学旅行
2～ 7 日 附属中学校3年生修学旅行
3 日 教務委員会
6～ 8 日 附属中学校l 年・ 2 年生修学旅行

7～ 8 日 日本教育大学協会北陸地区第二部会外国語
研究協議会（於 信州大学）

8～ 9 日 日本教育大学協会北陸地区第二部会国語
書道合同研究協議会（於新潟大学長岡分校）

3 日 紀要編集委員会
1 4～ 15日 日本教育大学協会北陸地区第二部会保健体

育研究協議会(lj'与 信州大学）
14日 歓送迎会
15日 教務委員会

補導委員会
教務・補導合同委員会
教授会

16日 日本教育大学協会附属学校検討委員会（於 東

京学芸大学）
アジア諸国の中学・高校教員来年：

17～18日 日本教育大学協会北陸地区第二部会数学研
究協議会（於 新潟大学高田分校）

20～21日 日本教育大学協会北陵地区第二部会社会研
究協議会（於 新潟大学高田分校）

2 1日 予算委員会
22白 人 事教授会

専門移行オリエンテーション

23日 後学期授業開始
24日 日本教育大学協会第二部会研究発表会・理事会

（於 東京）
30～31日 日本教育大学協会北陸地区第一・第二部会

合同会議（於 和倉）
11月1 日 附属学校合同避難訓練

5 日 附属学校運営委員会
5～ 7 日 附属小学校 6 年生修学旅行

7～ 8 日 日本教育大学協会北陸地区第二部会教育学

－教育心理学・特殊教育学研究協議会（於 山
中）
日本教育大学協会北陸地区第二部会理科研究協

議会（於 福井大学）

報 第164ザ

10日 予算委員会
11日 補導委員会
12日 教務委員会

教授会
14日 日本教育大学協会第一部会（於 東京）
1 9日 教科教育懇談会

紀要編集委員会
26日 補導委員会
27日 インフルエンザ予防接税（第 l次）
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10月6 日 第8回教務委員会
日本海経済研究所運営委員会

8 日 第 6回教授会
14日 第 9同教務委員会
15日 第 7回教授会
16日 後学期専門教育課程移行者のオリエンテーショ

ン（ 1番教室）
17日 後学期授業開始
25日 研究報告会
31日 第7回人事教授会

11月5 日 第10回教務委員会
第8回教授会
日本海経済研究所運営委員会

10日 第 2回学部補導委員会
20日 昭和50年度国立十大学経済およ び経営学部長会

議（於 横浜国立大学経営学部）
第 3回学部図書委員会

｜薬 号品埼ー 部｜
10月2 日 学部施設委員会

3 日 特別講演会（米国ロッシュ研究所 ライ博士）
8 日 胃の検査
16日 教務委員会

教授会
20日 教授会

学音I）焔設委員会
22～23日 国立大学薬学部 事務長会議（於京都大学）
24日 教授会
28日 予算委員会
29 日 教授会

11月5 日 薬窓会幹事会
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6 日 学部補導委員会
7 日 工作室運営委員会

学部施設委員会
10日 教授会
11日 共同利用研究施設装置管理運営委員会
12日 予算委員会

研究科委員会
教授会

15日 薬学会北陸支部第42回例会
特別講演会（日本新薬KK 片岡 宏博士）

20日 教授会

学 部｜
10月15日 教務委員会

一般教授会
研究科委員会

18日 2 年次 学生オリエンテーション

22日 工学部紀要委員会
11月5 日 研究科委員会

専任教授会
12日 補導委員会
14日 北信越連合大学院委員会
26日 インフルエンザ予防接種（第 1次）

10月 1 日 補導委員会

教授会
教授のみの教授会

7 ～ 9 日 1 2大学教養部事務長連絡会議（於 山口大

学）
11日 文・養スポーツ同好会主催ソフトボール大会

14日 教授会
18日 ハセe釣り大会
23～25日 1 2大学教養部長会議（於 山形大学）

27日 講演会
29日 紀要委員会

11月5 日 教授 会
19日 教授会
20日 歓送迎会
26日 教養部改革小委員会
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10月 2～ 3日 全国研究所事務長会議 第 2部会（於仙台）
8日 胃の検資（第 2次）
21日 第10回教授会
28日 薬学部・研究所合同図書委員会

29日 第ll回教授会
11月5 B 昭和5 1年度科学研究費打合せ会

7 日 共通機器工作室小委員会
8 日 第12回教授会
11日 共通機器委員会
12日 研究科委員 会
22日 第13回教授会
27日 インフルエンザ予防接種（第 1次）

｜附属図書館｜
10月7 日 事務打合せ会

30日 事務打合せ会
11月14日 事務打合せ会

27日 事務打合せ会

！経営短期大学部｜
9 月1 - 7 日 集中講義（経営学I ) 

4 日 教授会（ 第 7 回）
12～ 19日 期末試験

20日 教授会（第8 回）
20 ～21日 職員レクリエーション（下呂温泉）

20 ～25日 集中講義（経済学I ) 
10月1日 後学期授業開始

5～10日 経短祭

14日 入試委員 会
24日 授業料減免選考委員会

教授会（第9 回）
29日 奨学生選考委員会

11月11日 教授会（ 第10回）
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